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　グリオーマ10例に対しG－22抗体（抗グリオーマ抗

体）を使肌たRadioimmunoimagingを行った．1－131，

またはIn－111・DTPAで標識後，静脈内点滴投与し，ガ

ンマカメラを用い経時的に撮影した．多形性膠芽腫5例，

悪性星細胞腫1例において腫瘍への集積像を認めたが，

星細胞腫3例，乏突起神経膠腫1例では腫瘍部への集積

はほとんど認めなかった．全症例において副作用は認め

なかった．G・22抗体Radioimmunoimagingは脳願の

組織特性にもとついており，画像による組織型診断の有

用かつ安全な方法と考えられた．

11．201Tl少量追加投与にても心筋viabilityを過小評価

　　した症例について
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　運動負荷心筋シンチグラフィで心筋viabilityを評価す

る場合，通常の3時間後の遅延像ではときに過小評価す

ることが知られている．そこでより正確にviabilityを判

定するための一法としてタリウム少量追加投与（以下

reinjection）の有用性が報告されている．今回われわれ

はreinjectionでviabilityを過小評価したと思われる3

症例を経験したので報告した．症例はいずれも90％以

上の高度の狭窄を有し3例中2例では壁運動も障害され

ていた．このような重症の虚血ではreinjectionを施行し

てもなお心筋viabilityの判定が困難な症例があり注意

を要する．
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　Patlakプロットにより99mTc－HMPAOのRIアンギ

オグラフィから，血液から脳への流入速度定数（Ku）お

よび初期分布容積（V。）を算出した．さらにK。をVnで

割ることにより，設定した心や脳の関心領域の容量に依

存しない脳血流指数（Brain　Pe「fusion　lndex：BPI）を算

出した．正常対照者10人ではBPIは12．6±2．2，脳血

管障害患者15人では7．1土2．3（／秒，平均士標準偏差）

であり，両群に有意の差が認められた．本法では脳と心

の時間放射能曲線を同時に得るため大視野カメラを用い

る必要があるが，HMPAO投与1秒ごと2分間のデー

タで十分であり，非侵襲的できわめて有用な方法と考え

られた．

12．心筋SPECTの180度と360度収集法の比較：基

　　礎的検討
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　180度と360度収集による各種心筋製剤の定量性など

を比較する目的でT1・201，　Tc－99m，1－123を用いてファ

ントム実験を行った．左右心室部に水を入れ，厚さ1cm

の心筋部に上記核種を満たし，肺におがくずを入れた胴

体ファントム内に固定した．データは対向型ガンマカメ

ラにて360度60方向より収集し，180度収集像はRAO

45度からLPO　45度のデータを用いて作製した．得ら

れたデータをButterworth　fUter（8，0．22）にて前処理後

Ramp　mterにて再構成した．短軸像にて心基部，中部，

心尖よりの下壁前壁カウント比の平均は360度，180度

を比較すると，Tlで0．89　vs・0・74，　Tcで0・91　vs・0・81，

1．123で0．97vs．0．83となった．いずれの核種も360度

収集法で下壁のカウント低下が少なく定量性に優れてい

ると考えられた．
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